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９
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な
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、
再
び
動
き
出
す
。
塩
が
ま

っ
た
く
取
れ
な
い
エ
チ
オ
ピ
ア
高
原
で

は
、
塩
の
板
は
原
価
の
７
倍
か
ら
10
倍

で
取
引
さ
れ
、
昔
は
貨
幣
代
わ
り
に
流

通
し
て
い
た
。
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キャンプ地を夜明け前に出発して、
塩の採掘場に向かうキャラバン。
酷暑の地ゆえ、涼しいうちに採掘
を終えなければならない

地
の
塩
を
食
む
人
々

Ethiopia
［エチオピア］

写真・文＝野町和嘉（写真家）

地球ギャラリー vol.85

地球ギャラリー vol.85

地球ギャラリー vol.85

野
町 

和
嘉
（
の
ま
ち

　か
ず
よ
し
）

1
9
4
6
年
高
知
県
生
ま
れ
。1
9
7
2
年
サ
ハ
ラ
砂

漠
へ
の
旅
を
き
っ
か
け
に
ア
フ
リ
カ
の
乾
燥
地
帯
の

取
材
を
は
じ
め
、ア
ラ
ビ
ア
半
島
、チ
ベ
ッ
ト
、ア
ン

デ
ス
な
ど
を
長
期
取
材
。

だ
い 

ち  

こ
う 

た
い

か
ん
が
い

　
エ
チ
オ
ピ
ア
東
北
部
、
エ
リ
ト
リ
ア

か
ら
ジ
ブ
チ
、
ソ
マ
リ
ア
に
か
け
て
、

紅
海
に
沿
っ
て
ダ
ナ
キ
ル
砂
漠
が
広
が

っ
て
い
る
。
そ
の
地
形
か
ら
、
ア
フ
ァ

ー
ル
三
角
地
帯
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

遊
牧
の
民
ア
フ
ァ
ー
ル
族
の
テ
リ
ト
リ

ー
で
も
あ
る
か
ら
だ
。
一
帯
は
ア
フ
リ

カ
大
地
溝
帯
の
中
で
も
地
殻
活
動
の
痕

跡
が
最
も
顕
著
に
現
れ
た
地
域
で
、
海

面
下
１
２
０
メ
ー
ト
ル
、
塩
の
平
原
が

広
が
る
北
部
の
ダ
ロ
ル
低
地
な
ど
は
、

紅
海
の
海
底
の
隆
起
に
よ
り
生
じ
た
も

の
だ
。

　
果
て
し
な
く
広
が
る
塩
の
地
平
と
、

黒
々
と
地
面
を
覆
い
尽
く
し
た
む
き
出

し
の
溶
岩
か
ら
な
る
ダ
ナ
キ
ル
砂
漠

は
、
真
夏
に
は
摂
氏
50
度
を
超
す
熱
気

が
張
り
つ
め
、
地
上
最
悪
の
砂
漠
と
呼

ば
れ
て
き
た
。
隣
接
す
る
エ
チ
オ
ピ
ア

高
原
は
平
均
標
高
が
２
３
０
０
メ
ー
ト

ル
あ
り
、
年
間
を
通
じ
て
摂
氏
20
度
前

後
で
、
緑
に
覆
わ
れ
た
冷
涼
な
農
作
地

帯
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
標
高

差
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
も
の
急
坂
を
い

っ
き
ょ
に
下
っ
て
、
熱
気
に
覆
わ
れ
た

塩
と
溶
岩
む
き
だ
し
の
土
地
に
突
入
し

て
い
き
、
噴
き
出
す
汗
に
あ
え
ぎ
な
が

ら
感
じ
る
違
和
感
は
、
体
験
し
た
者
で

な
く
て
は
理
解
で
き
な
い
。

　
高
原
の
気
候
に
慣
れ
た
エ
チ
オ
ピ
ア

人
た
ち
は
、
ダ
ナ
キ
ル
は
人
間
の
住
む

と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
、
と
首
を
振
る
。

　
ア
フ
ァ
ー
ル
の
人
々
は
家
畜
の
遊
牧

と
塩
の
交
易
で
暮
ら
し
て
い
る
。
不
毛

の
ダ
ナ
キ
ル
砂
漠
の
中
で
も
、
エ
チ
オ

ピ
ア
高
原
か
ら
流
れ
下
っ
て
き
た
ア
ワ

シ
ュ
川
流
域
だ
け
は
例
外
的
に
牧
草
に

恵
ま
れ
て
い
る
。
一
帯
で
は
綿
花
栽
培

の
大
規
模
な
灌
漑
農
園
が
開
発
さ
れ
て

お
り
、
綿
花
を
摘
み
取
っ
た
後
の
農
園

で
は
お
び
た
だ
し
い
数
の
家
畜
が
放
牧

さ
れ
て
い
る
。

　
ア
フ
ァ
ー
ル
族
は
他
部
族
に
対
し
て

閉
鎖
的
、
戦
闘
的
な
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。
倒
し
た
敵
の
性
器
を
切
り
取
っ

て
求
婚
の
際
に
花
嫁
に
贈
る
と
い
う
凄

ま
じ
い
風
習
を
過
去
に
持
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、〝
キ
ン
狩
り
族
〞
の
異
名
で
恐

れ
ら
れ
て
き
た
。
私
が
エ
チ
オ
ピ
ア
に

頻
繁
に
通
っ
て
い
た
１
９
８
０
年
代
か

ら
90
年
代
は
じ
め
に
か
け
て
、
軍
政
下

で
民
族
対
立
が
激
し
か
っ
た
時
代
、
ダ

ロ
ル
低
地
を
は
じ
め
と
す
る
、
ダ
ナ
キ

ル
砂
漠
の
大
半
の
地
域
へ
の
外
国
人
の

立
ち
入
り
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

　
塩
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
活
動
す
る
ダ
ロ

ル
低
地
を
私
が
訪
れ
た
の
は
、
２
０
１

２
年
１
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
地
域

に
は
宿
泊
施
設
は
ま
っ
た
く
な
い
た
め
、

ガ
ソ
リ
ン
と
キ
ャ
ン
プ
用
品
を
満
載
し

た
も
う
１
台
の
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
と

２
台
で
行
動
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
警
護
の
た
め
に
、
武
装
し
た

警
官
３
人
が
途
中
の
町
か
ら
乗
り
込
ん

で
き
た
。

　
海
面
下
１
２
０
メ
ー
ト
ル
に
広
が
る

塩
の
原
野
を
、
エ
チ
オ
ピ
ア
高
原
を
目

指
す
ラ
ク
ダ
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
行
く
。
そ

の
数
お
よ
そ
４
０
０
頭
、
強
烈
な
西
日

を
受
け
な
が
ら
し
ば
ら
く
進
む
と
、
前

方
地
平
線
に
も
う
一
隊
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

が
現
れ
、
砂
煙
を
上
げ
な
が
ら
こ
ち
ら

に
向
か
っ
て
く
る
。
翌
日
に
塩
を
運
ぶ

た
め
の
空
荷
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
あ
る
。

ラ
ク
ダ
を
連
ね
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
、
今

の
時
代
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
ス
ケ
ー
ル
で

営
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
圧
倒
さ
れ
る
思

い
だ
っ
た
。

　
塩
の
切
り
出
し
に
従
事
す
る
男
た
ち

は
、
ハ
マ
デ
ラ
と
い
う
集
落
で
寝
起
き

し
、
未
明
に
起
き
出
し
１
時
間
ほ
ど
歩

い
て
現
場
に
行
く
。
そ
の
数
１
０
０
人

ほ
ど
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
若
い
男
た

ち
は
、
地
獄
の
釜
の
底
が
耐
え
難
い
熱

a.綿花を摘み取った後の農場にキャンプす
る遊牧民家族。枝の骨組みを筵で覆った
アファール族独特のテント
b.早朝、山羊の乳搾りをする。遊牧民の彼
らにとって、家畜は生業の重要な柱だ

f.掘り出した塩の板を積み込み、キャラバン
はエチオピア高原を目指す。かの地では
塩が取れないため、高値で売れるのだ
g.干上がった塩湖表面を覆った塩の板を掘
り起こす男たち。盆地の上、地表からマグ
マが近いこの地の暑さは世界一過酷で、
作業は秋から冬にかけてしかできない
h.海面下９０メートルにあるダロル・クレータ
ー。地下のマグマ溜まりからミネラル分が
噴出している

c.遊牧キャンプの主のような立派な
牡牛と、その周りに無邪気に集う
子どもたち
d.入れ墨と鋭利に削った前歯が、ア
ファール族女性の風習
e.テント内の家族。アファール族は
戦闘的なことで知られ、男たちは
自動小銃を常に持ち歩いている

a

b

cd

e

気
に
揺
ら
め
き
だ
す
前
に
仕
事
を
終
え

よ
う
と
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
懸
命

に
つ
る
は
し
を
振
る
い
、
30
セ
ン
チ
四

方
ほ
ど
の
大
き
さ
に
揃
え
た
塩
の
板
を

キ
ャ
ラ
バ
ン
に
引
き
渡
す
の
で
あ
る
。

　
塩
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
暑
熱
が
耐
え
難

く
な
る
４
月
で
終
わ
り
、
摂
氏
50
度
を

超
す
夏
の
気
温
が
下
降
に
向
か
う
９
月

後
半
か
ら
、
再
び
動
き
出
す
。
塩
が
ま

っ
た
く
取
れ
な
い
エ
チ
オ
ピ
ア
高
原
で

は
、
塩
の
板
は
原
価
の
７
倍
か
ら
10
倍

で
取
引
さ
れ
、
昔
は
貨
幣
代
わ
り
に
流

通
し
て
い
た
。
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Item

断食中の食事は厳格な菜食。豆は重要な食材だ

断食
エチオピアの習慣といえば

アトゥケルトゥワット

エチオピア料理といえば
断食中でも食べられる健康的なシチュー

エチオピアの文化を
知ろう！

　アトゥケルトゥワット（野菜のシチュ
ー）は、おもてなしから断食中まで、幅広
い場面で親しまれるエチオピアの家庭
料理だ。ディアフリクの店長ヨナスさん
も、幼いころ、よくお母さんに作ってもら
ったという。断食のとき以外は肉料理
や魚の揚げ物などと一緒に食べるが、
それらと比べて油っこくないので、「これ
を食べると健康になった気がします」と
ヨナスさんは笑った。
　エチオピアでは一般的に、酸味の効
いたクレープ状の主食、インジェラと一
緒に食べるが、パンやごはんにもよく合
う。ピリッとした刺激の後に、野菜その

ものの甘みが広がり、なんとも癖になる
味わいだ。
　インジェラを食べる際は、一口大にち
ぎり、具を挟んで、お互いの口に運んで
食べさせ合うのが、エチオピアでの作
法だという。
　ディアフリクでは、他にも美容と健康
に良いさまざまなアフリカ料理を提供し
ている。日本ではなかなか食べられない
インジェラも食べることができる（二人
前以上、５日前までに要予約）。

【RE C I P E】
●材料（4人前）
タマネギ１個／ニンジン
３個／ジャガイモ３個／
キャベツ半分／ニンニ
ク、ショウガ各１かけ／
ターメリック１つまみ／
青トウガラシ少 （々好み
で調整）／塩コショウ
少々

ニンジン、ジャガイモを5cmくらいのくし形に切り、素揚
げしておく。
縦に薄切りにしたタマネギ、ショウガ、ニンニクを、色付く
まで炒める。
❷にターメリック、青トウガラシを加えて火を通した後、
ざく切りにしたキャベツを加え、しっかり火を通す。
キャベツがしんなりするまで炒めたら、火を消して❶と混
ぜ合わせる。
最後に塩コショウで味を調えたら出来上がり。

❶

❷

❸

❹

❺

エチオピア正教の聖地ラリベラは世界遺産にもなっている

写真：野町和嘉
参考：鈴木秀夫「高地民族の国エチオピア」（古今書院・1969）、
KNUTSSON and SELINUS “Fasting in Ethiopia - An 
Anthropological and Nutritional Study” (The American 
Journal Of Clinical Nutrition, Vol. 23, No. 7, p956-969）

　アフリカ最古の独立国として、独自の文化
を守り続けているエチオピア。主な宗教はイス
ラム教とキリスト教だが、東方キリスト教会の
一つで、かつて国教だったエチオピア正教会
は独自の典礼を持っている。その一つが断食
だ。エチオピアには８種類の断食期間があり、
毎週水曜日と金曜日のように１日だけのもの
から、長いものでは２カ月近くにわたる。合計
すると１年のうち、一般の信者で180日間、聖
職者に至っては250日間も断食の期間があ
るという。一方、復活祭後の７週間はごちそう
が続き、水・金曜日の断食も免除となる。
　断食中は、肉はもちろん、卵や乳製品、バタ
ーなど、動物由来の食材は一切口にしないだ
けでなく、触れたり、匂いを嗅ぐことも避ける。
魚は許されているが、内陸の山岳国なのでそ
もそも手に入りにくい。断食中の食事は一日
一食で、昼の礼拝が終わった午後３時過ぎに
食べることが多い。
　新約聖書マタイ伝には、キリストが「人はパ

ンだけで生きるものではない。神の口から出る
一つ一つの言葉で生きる」と言って悪魔の誘
惑を退ける場面がある。エチオピアの人々の
生活には、キリストのこの言葉が今も息づい
ているようだ。

de’ Afrique（ディアフリク）
〒158-0083
東京都世田谷区奥沢6-33-14 
もみの木ビル2F
営業時間：18:00～4:00（日曜定休）
電話番号：03-6432-1914
HP：http://www.de-afrique.jimdo.
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